
 

 

 

 

特別移動展示「変わりゆく郷土 写真で見るとっとり１９６８－２０１８」を開催します 

 

標題の移動展示を開催しますので、県民のみなさまにひろく周知するため、ぜひ取材いただきますようお願いい

たします。 

１ 趣旨 

  県立博物館では、経済成長とともに大きく変化した郷土の景観を記録・保存するため、県内各市町村

教育委員会と共同で、昭和４３（１９６８）年から５年おきに県内各地を継続的・計画的に撮影する「郷

土視覚定点資料収集事業」を実施しています。 

本展示では、５０年にわたる事業の成果を広く一般県民に知っていただき、県内で巡回展示を行いな

がら過去５０年間の写真を比較することで郷土に対する理解を一層深めていただきたいと考えています。 

２ 主催  鳥取県立博物館 

３ 開催日  令和元年１２月６日（金）～１２月１９日（木） 

４ 会場  名和公民館（鳥取県西伯郡大山町御来屋２６３－１） 

  ※令和２年２月には鳥取県立博物館を会場として定点写真を全県的に展示する。 

５ 参加費  無料 

6  展示資料 

大山町域にかかわる写真パネルを展示する。 

●航空写真パネル●地上写真パネル…各市町村が撮影した地上写真（平地写真〔地域の生活民俗を記

録〕と展望写真〔地域の景観を記録〕）※会場の規模に応じて、展示する写真パネル数は変更する。 
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